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　よって，数列 6 7nb  の一般項は
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数学Ⅱ・B　第 3 問



　すべての自然数 n  において， -n 13 0
2n 1-4 ， 0 1+n 1 0 1+n 2

2
 は整数であるから， na  は整

　数である。

(4)　自然数 n  において， -n 13 0
2n 1-4  を 3 で割った余りは 0 であるから， na  を 3 で割っ

　た余りは 0 1+n 1 0 1+n 2

2
 を 3 で割った余りに等しい。

　[1]　n=3k  のとき　
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2
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2
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　　よって， 3ka  を 3 で割った余りは ネ1 に等しい。

　[2]　n=3k+1 のとき

　　　 0 1+n 1 0 1+n 2

2
= 0 1+3k 2 0 1+3k 3

2
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　　よって， +3k 1a  を 3 で割った余りは ノ0 に等しい。

　[3]　n=3k+2 のとき

　　　 0 1+n 1 0 1+n 2

2
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2
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　　よって， +3k 2a  を 3 で割った余りは ハ0 に等しい。

　[1] ～ [3] より，数列 6 7na  の初項から第 2020 項までの和を 3 で割った余りは，1 から 

　2020 までの自然数のうち，3 の倍数の個数を 3 で割った余りに等しい。

　2020=3%673+1 であるから，3 の倍数の個数は　　673

　673=3%224+1 であるから，求める余りは　　ヒ1 

　u　(合同式を用いる)

　　 3ka 61 (mod 3)， +3k 1a 60 (mod 3)， +3k 2a 60 (mod 3) であるから，求める余りは

　　　　
=k 1

2020

P ka 60+0+1+0+0+1+……+1+0 (mod 3)

　　　　　　  6673 (mod 3)

　　　　　　  61 (mod 3)


